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街でみかける銭湯。衛生状態などを保つため、公衆
衛生法で細かく規制されている＝東京都台東区で
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規
制
緩
和
賛
美
の
落
と
し
穴

「
規
制
改
革
こ
そ
成
長
戦
略
の
一
丁
目
一
番

地
」
。
こ
の
安
倍
首
相
の
宣
言
に
沿
い
、
特
定
地

域
で
規
制
を
緩
和
す
る
「
国
家
戦
略
特
区
」
の
適

用
対
象
と
し
て
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
計

画
は
浮
上
し
た
。
「
規
制
は
成
長
の
阻
害
要
因
」

「
規
制
は
悪
」
と
い
う
前
提
が
無
条
件
に
横
た
わ

る
。
だ
が
、
こ
の
前
提
自
体
を
疑
っ
て
み
る
必
要

が
っ
て
も
格
差
は
拡
大
し
、
年

収
百
万
円
程
度
で
生
活
苦
に
あ

え
ぐ
人
が
多
く
い
る
。
解
雇
も

し
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
リ
ス

ト
ラ
で
一
気
に
貧
困
化
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
」

タ
ク
シ
ー
運
転
手
も
規
制
緩

和
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
〇
二
年

に
参
入
規
制
や
台
数
制
限
が
撤

廃
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
台
数
が
急

は
な
い
の
か
。

「
規
制
が
役
所
の
利
権
と
表

裏
一
体
な
の
は
確
か
。
大
学
設

置
認
可
な
ん
て
最
た
る
も
の
。

規
制
緩
和
策
に
も
一
理
あ
る
」

と
、
官
僚
経
験
が
あ
る
独
協
大

の
森
永
卓
郎
教
授
（
マ
ク
ロ
経

済
）
は
話
す
。

「
た
だ
し
、
『
岩
盤
規
制
』

と
い
っ
た
単
純
な
表
現
で
、
あ

た
か
も
全
て
を
問
題
視
す
る
の

は
間
違
い
だ
。
国
民
の
安
心
、

安
全
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

規
制
も
あ
る
」

二
〇
一
二
年
末
に
始
ま
っ
た

「
ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
」
は
、

バ
ブ
ル
経
済
期
を
抜
い
て
戦
後

三
番
目
の
長
さ
に
な
っ
た
と
き

（
鈴
木
伸
幸
）

れ
る
が
、
好
況
感
に
乏
し
い
。

そ
の
一
因
は
労
勘
分
野
で
の
規

制
緩
和
に
よ
っ
て
、
非
正
規
雇

用
者
が
急
増
し
た
こ
と
だ
。

賃
金
の
低
迷
が
続
き
、
格
差

も
拡
大
し
た
。
派
遣
ユ
ニ
オ
ン

の
関
根
秀
一
郎
書
記
長
は
「
労

働
者
派
遣
業
の
規
制
緩
和
を
進

め
、
そ
の
一
方
で
最
低
賃
金
と

い
っ
た
労
働
者
を
保
護
す
る
た

め
の
規
制
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
き
た
」
と
指
摘
す
る
。

「
そ
の
結
果
、
失
業
率
は
下

非
正
規
急
増
「
労
働
者
保
護
な
い
が
し
ろ
」

増
。
競
争
は
激
化
し
、
「
価
格

破
壊
」
も
起
き
た
。
〇
一
年
に

は
全
国
平
均
で
三
百
三
十
四
万

円
だ
っ
た
運
転
手
の
年
収
は
、

緩
和
か
ら
十
年
で
m
％
以
上
も

下
落
し
、
さ
ら
に
労
働
環
境
も

悪
化
し
た
。

公
害
規
制
の
み
な
ら
ず
、
身

近
な
公
衆
衛
生
の
分
野
で
も
規

制
は
重
要
だ
。
例
え
ば
、
銭
湯

な
ど
が
対
象
の
公
衆
浴
場
法
に

は
、
細
か
な
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
東
京
都
内
で
は
、
過

当
競
争
を
避
け
る
た
め
、
既
存

の
銭
湯
か
ら
三
百
㍍
以
上
、
離

れ
た
場
所
に
し
か
新
設
で
き
な

い
。
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
の
消
毒

回
数
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。

東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
佐
伯
雅
斗
常
務

理
事
は
「
掃
除
や
お
湯
の
入
れ

替
え
な
ど
、
衛
生
管
理
に
は
き

り
が
な
く
、
一
定
の
費
用
が
か

か
る
。
仮
に
規
制
が
緩
和
さ
れ

れ
ば
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、

不
衛
生
な
銭
湯
が
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
語
る
。

た
し
か
に
規
制
に
伴
う
弊
害

は
あ
る
。
代
表
例
は
役
所
の
利

権
と
し
て
「
天
下
り
」
だ
。
加

計
学
園
問
題
で
、
安
倍
内
閣
に

対
し
て
「
行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ

た
」
と
批
判
し
た
文
科
省
の
前

川
喜
平
前
次
官
が
今
年
一
月
に

辞
任
し
た
理
由
は
、
天
下
り
あ

っ
せ
ん
の
引
責
だ
っ
た
。

し
か
し
、
規
制
と
天
下
り
は

本
来
、
別
の
問
題
だ
。
前
出
の

関
根
書
記
長
は
「
安
倍
内
閣
は

規
制
の
要
不
要
を
検
討
せ
ず
、

天
下
り
問
題
ま
で
絡
め
て
、
規

制
緩
和
を
進
め
て
い
る
。
規
制

に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
弱
者
の
存

在
か
ら
は
目
を
そ
ら
し
、
む
ち

ゃ
く
ち
ゃ
を
や
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
」
と
憤
る
。

ち
な
み
に
加
計
学
園
の
獣
医

学
部
新
設
は
、
規
制
緩
和
で
は

説
明
で
き
な
い
。
「
獣
医
師
数

の
定
量
的
な
分
析
が
さ
れ
て
い

な
い
し
、
規
制
緩
和
が
目
的
な

ら
（
同
様
に
獣
医
学
部
新
設
を

望
ん
で
い
た
）
京
都
産
業
大
を

最
初
か
ら
排
除
し
て
い
た
こ
と

と
矛
盾
す
る
」
　
（
森
永
教
授
）

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
荻

原
博
子
さ
ん
は
「
規
制
緩
和
で

何
が
ど
う
な
る
か
を
検
討
も
せ

ず
に
、
好
き
勝
手
に
国
家
戦
略

特
区
を
設
け
て
い
る
。
強
化
が

必
要
な
規
制
も
あ
る
の
に
『
岩

盤
規
制
』
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
ご
ま
か
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
怪
し
い
」
と
指
摘
し
た
。

画
一

「
共
謀
罪
」
法
が
成
立
し
た
背
景
に
は
一
定
の
賛
成
世
論
が

あ
る
。
反
対
す
る
人
た
ち
は
、
国
民
の
無
理
解
や
無
関
心
を
嘆

く
。
そ
う
し
た
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、
テ
ロ
対
策
を
前
面
に
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を
と
う
み
る
か
。
学
習
院
大
の

平
野
浩
教
授
（
政
治
心
理
学
）

は
「
安
倍
政
権
を
支
持
す
る
人

ふ
」
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